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群馬県群馬県
玉村町玉村町

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

●
玉
村
町
の
取
り
組
み
状
況

　

当
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
大
き
く
分
け
る
と
「
資
源
売
却
」

と「
資
源
化
委
託
」に
分
類
さ
れ
る
。「
資
源
売
却
」

は
資
源
と
し
て
直
接
売
却
す
る
の
に
対
し
、「
資
源

化
委
託
」
は
お
金
に
な
ら
な
い
た
め
、
町
が
委
託

費
を
支
払
っ
て
資
源
化
し
て
い
る
。（
図
１
）

　

最
近
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
古
着
・
布
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
本
格
的
に
始
め
、

古
着
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
役
場
や
文
化
セ
ン
タ
ー
等

町
内
６
ヵ
所
に
設
置
し
て
い
る
。
今
年
度
中
に
は

各
保
育
園
や
児
童
館
に
も
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
、
古
着
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
範
囲
は
広
く
、
そ
れ

ぞ
れ
が
細
か
く
分
類
さ
れ
、
想
像
以
上
に

大
変
な
仕
事
で
あ
る
。
ご
み
を
ご
み
と
し

て
で
は
な
く
資
源
と
し
て
活
用
す
る
意
識
を
広

く
町
民
に
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
積
極
的
な

周
知
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
古
着
・
布
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
雑
古
紙
回
収
に

つ
い
て
は
、
現
在
回
収
場
所
が
少
な
く
限
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回
収
も

含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ご
み
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
新
た
な
資
源
に
生
ま

れ
変
わ
る
。
こ
れ
か
ら
も
先
駆
的
に
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

●
28
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み

　
平
成
28
年
度
か
ら
、
木
質
ご
み
と
ガ

ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

始
め
た
。

　
木
質
ご
み
に
つ
い
て
は
、
搬
入
さ
れ

た
枝
木
、
木
質
家
具
を
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
分
別
後
、
委
託
先
の
燃
料

化
施
設
に
お
い
て
製
紙
原
料
や
ボ
イ

ラ
ー
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず
に
つ

い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
分

別
後
、
委
託
先
の
処
理
施
設
に
て
土
木

資
材
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
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ルールを守って
分類しましょう

ガラス・陶磁器くずの再生施設（千葉県銚子市）ガラス・陶磁器くずの再生施設（千葉県銚子市）

●金属類(アルミ缶、スチール缶等)
●家電類 (小型家電、携帯電話等 )
●紙類 ( 新聞、雑誌、段ボール等 )
●プラ類(ペットボトル、白トレイ)
●その他売却 (自転車、ミシン等 )

●ガラスビン (白ビン、茶ビン等 )
●その他資源化委託処理
　(乾電池、蛍光管、廃家電処理、
　廃プラ、古着・布類等 )
●木質ごみ
●ガラス・陶磁器くず

（
図
１
）
リ
サ
イ
ク
ル
の
分
類
と
品
目

資源
売却

資源化
委託

玉村町のリサイクルの取り組みを調査

リサイクルを推進しごみの減量化を
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